
甲斐市立玉幡中学校  学校関係者評価書  

令和 8 年２月 1３日（金）  

（玉幡中学校）学校関係者評価委員会作成  

第２回  学校関係者評価委員会  

 

実施日：令和８年１月３０日（金）午後４時～  

会  場：玉幡中学校  応接室  

参加者：学校関係者評価委員；  

新海賢一・太田節子・望月  守・望月智和・川上真美  

    学校側；  

校長 :樋川和之・教頭 :長田道也・教務 :坂本誠一・事務 :内藤ひとみ  

 

Ⅰ  学校側から提案された内容   

・学校の全体の様子  

・生徒指導に関わる取組状況について  

 

Ⅱ  協議された主な内容(出された意見等 ) 

・教職員による自己評価の集計結果及び生徒・保護者アンケートの集計結果を

もとに項目ごと結果分析、考察、改善策を提案し、質問、意見、アドバイス

をいただいた。  

・今日的教育課題、本校における課題について意見をいただき、本校の実態把

握及び共通理解のもと、次年度に向けての方策や今後の方向性について意見

をいただいた。  

 

＜学校関係者評価書＞  

Ⅰ  全体評価  

・教職員、保護者、生徒アンケートをもとに考察し文章にまとめて提示した。  

 

Ⅱ  特  徴  

 Ⅰ．学校教育目標に関して・学校経営について  

 Ⅱ．学校運営について  

  Ⅲ．学習指導について  

  Ⅳ．生徒指導について  

  Ⅴ．地域との連携について  

  Ⅵ．学校の特色に関して  

  Ⅶ、創甲斐教育について  

  以上、七つの項目について達成状況や改善策を示した。これについて以下

のような意見を頂き、説明を行った。  

 



・学校の取組について、全体的に肯定的な評価項目が多く、特に教育の質・運

営面での高評価が多いことが分かった。  

・ＩＣＴの活用を含めて、学力向上に向けた取り組みができている。不登校生

徒へのタブレットを活用した学習（リモート授業やスタディサプリの活用）

を行っている。  

・いじめアンケートや生活アンケートを実施することで、問題行動への発見や

早期対応が行われている。  

・SNS トラブルやネット利用に関する指導状況の共有を行った。日常の中で学

級や学年、全校で SNS やスマホ利用の仕方について注意喚起を行っている。

大きな問題に巻き込まれた生徒はいないので、今後も継続指導をお願いした

い。  

・保護者による学園祭などの生徒写真アップ等の SNS 利用課題について、学校

からの注意喚起の必要性もがある。  

・PTA 活動や地域行事参加への保護者意識・参加率についての意見交換を行っ

た。保護者が参加したという意識が低いが、保護者も一緒に参加して楽しい

でもらいたい。学園祭や授業参観なども PTA の活動の一環と捉えてほしい。 

・PTA 活動の明確化や参加方法、保護者への伝え方など改善案（活動一覧の周

知など）の共有が必要である。また、東京都では PTA 活動に点数制を導入し

ており、参加した際に点数を付けるなどの取り組みなども参考にしてほしい。 

・地域によって行事や自治会への関わりに差があることが指摘された。自治会

未加入世帯も多い現状であるので、今後、検討が必要である。  

・玉幡中の生徒は、本当によく挨拶をしてくれる。  

・最近の生徒は、本を読まないと聞くというが現状はどうか。  

玉幡中では、本を読む生徒も多い。朝読書で毎日７分間の時間の確保してい

る。また、図書室の本に触れる機会や来意室を促す工夫がされている。図書

室は市の図書館とも連携していて、竜王図書館の本も借りることもできる。

市が予算を付け新刊も多いので、年間約６００～７００冊の新しい本が入っ

ている。  

・授業でのグループ活動や学年行事を通じた自己表現力の向上の取組を行って

いる。  

・ICT 活用（タブレット）の飛躍的向上や読書活動での成果、PDCA サイクル

による改善継続していく。  

・来年度に向けて、校務支援システムが変更による事前研修やデータの整理な

どにより、教師の負担増が懸念である。  

 



Ⅲ  今後の課題として意識されたいこと  

①PTA 活動内容の周知方法を改善し、保護者により分かりやすい形で案内す

る。  

②PTA 活動や学校、保護者、地域の連携強化について、今後も検討を行って

いく。  

③地域人材の授業活用について事例共有や活用方法のあり方について職員間

で共有していく。  

④全校生徒（不登校の生徒も含めた）のＩＣＴ活用（タブレット活用）の継

続。  

⑤新校務支援システムの導入に向けて教員の負担増への配慮と研修計画の実

施。  

⑥生徒や保護者へのＳＮＳの利用、撮影画像の投稿に対する注意喚起を引き

続き行う。  

 

※特記事項   

・今年度は、学習活動におけるＩＣＴの活用に取り組み、大きく前進すること

ができた。今後もＩＣＴ活用により、主体的で対話的で深い学びが実現でき

るよう取り組んでいく。  

・今年度も、玉幡中学校区における小中連携教育を継続して推進している。陸

上部による指導や吹奏楽部による出張演奏、中学校の教員による出前授業を、

国語・数学・理科の授業を６年生対象に行った。また、新入生保護者説明会

と合わせて、本校生徒会本部の生徒が、中学校生活の説明を行ったり、Ｑ＆

Ａタイムを通して交流したりして、４月から始まる中学校生活に夢や希望を

持ってもらえるように努めた。  

 

 

記載責任者（甲斐市立玉幡中学校  学校関係者評価委員）氏名：新海  賢一  

 


